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 下痢と便秘は極めてありふれた消化器症状である。しかし、その背後には最

新の科学によって明らかになって来た分子機序、腸内細菌、消化管免疫、消化

管運動、内臓知覚、脳腸相関、心理社会的因子が存在する。更には腸液分泌機

構、消化管粘液、胆汁酸、ゲノム、直腸肛門機能、投与薬物、併存疾患を含め

た視点から個々の患者を見て行く必要がある。本ワークショップではその診断

の問題点を中心に、どのように最新の診療を進めるべきかを討議する。 

 

 


